


1

・２０１９年３月期 上半期の実績

・２０１９年３月期 通期予想

の２点を中心に、ご説明いたします。
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２０１９年３月期の上半期の損益の概要としては、売上高は、遊技場向

機器市場においては遊技機の規制強化の影響を受けて、顧客である

パチンコホールの設備投資に対する慎重な姿勢が継続しましたが、

ゲーミング市場において、北米地域での新規案件と既設カジノホール

のリニューアル工事を中心とした需要により、好調に推移いたしました。

利益面では、遊技場向機器セグメントにおいて、財務健全化を目的と

した棚卸資産の一部について、評価額の切り下げを実施したこともあり、

営業利益は微増にとどまりましたが、外貨建資産に係る為替時価換算

差益を３億８６百万円計上したことなどにより、大幅な増益となりました。
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２０１９年３月期の上半期の業績は、売上高は、前年同期間比３.９％増、

５億９０百万円増収の１５５億８５百万円となりました。

営業利益は棚卸資産の評価額の切り下げの影響もあり、前年同期間比

３.４％増、３２百万円増益の９億９６百万円にとどまりましたが、経常利益は

外貨建資産に係る為替差益の計上により、前年同期間比３６.３％増、

３億８６百万円増益の１４億５０百万円、四半期純利益も前年同期間比５億

９３百万円増益の１０億４７百万円となりました。
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前年同期間比での売上高の主な増減要因を示しております。

遊技場向機器セグメントでは市場環境の影響を受けて低調な推移と

なりました。 一方、プリンターを含めた「グローバルゲーミング」セグメ

ントと「国内コマーシャル」セグメントは好調に推移し、またユーロが円安

傾向で推移したことも増収要因となりました。
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前年同期間比での営業利益の主な増減要因を示しております。

「グローバルゲーミング」セグメントでの増収と収益性のアップ、販管費の

減少などが増益要因となりました。

一方で、「遊技場向機器」セグメントにおいては、当該市場における販売

価格の低下が進む状況を勘案し、財務の健全化を目的として、棚卸資産

の一部について評価額の切り下げを行ったこともあり、３２百万円の微増

にとどまりました。
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セグメント別の業績を表示しております。

「グローバルゲーミング」セグメントと「国内コマーシャル」セグメントが

前年同期間比で増収となりましたが、「遊技場向機器」セグメントでは

棚卸資産の評価額の切り下げの影響により、損失計上となりました。
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「プリンター事業」は北米地域における案件増加により、前年同期間比で

大幅な増収増益となり、収益面で大いに貢献しております。

下段には、当事業の買収後の損益推移を示しております。

当製品の販売だけで大きな成果が挙げられておりますが、当社の紙幣識別

機とのセット販売という相乗効果も享受できております。
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進行年度の通期業績予想についてご説明いたします。

北米ゲーミング市場は引き続き堅調な推移と思われ、国内外のコマーシャル

事業につきましても、キャッシュレス化の動きはあるものの、各国市場に特有

のキャッシュ・ニーズを反映したビジネスチャンスを見込んでおります。

一方、欧州ゲーミング市場では、本年１１月からドイツで実施されたゲーム機

に関する規制強化となる基準改定により、近年続いておりました好調な需要

も落ち着いてくると想定しております。

また、遊技場向機器市場においても、停滞するパチンコホールの設備投資

の動向に大きな変化は見られず、厳しい経営環境が続くものと想定しており

ますが、前期から実施している事業再構築を今期中に構造改革の目途を

つけたいと考えております。

以上のことから、通期の業績につきましては、１０月１５日付にて発表いたし

ました業績予想数値から、大きな変更はございません。
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２０１９年３月期の業績予想について、ご説明いたします。

売上高は、前期比０.５％増、１億４０百万円増収の３００億円、当期純

利益は、前期比１億２６百万円増益の１０億５０百万円と、１０月１５日付

にて発表いたしました業績予想数値から、大きな変更はございません。

尚、今後の需要動向などにより業績への影響が生じたときには、内容を

精査したうえで、適時開示が必要な場合には速やかに公表してまいり

ます。
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セグメント別の通期の業績予想を表示しております。
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２０１９年３月期の配当につきましては、中間期 ８円５０銭、年間で

の配当額は前期と同額の１株につき１７円を予想しております。
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２０１８年９月末の資産合計は、前期末と比較して、１１億８９百万円

減少し、３９１億８７百万円となりました。

主な増減の内容としては、

流動資産では、「現預金」が１２億３８百万円増加、「売上債権」が

４億８２百万円減少、「たな卸資産」が１０億２６百万円減少したこと

などにより、７億５百万円減少の２６４億７６百万円となりました。

また、固定資産では有形固定資産で１４百万円の減少、無形固定

資産では償却の進行などにより４億４２百万円の減少したこと等に

より、４億８４百万円減少の１２７億１０百万円となりました。
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負債は、前期末と比較して１２億３７百万円減少して、６２億６５百万円と

なりました。

増減の主な内容としては、 「仕入債務」が５億５３百万円、「未払法人税

等」が１億６０百万円、「事業構造改善引当金」が１億３３百万円それぞれ

減少いたしました。

純資産は、在外子会社の時価評価による「為替換算調整勘定」が

６億６３百万円減少し、利益剰余金が７億９５百万円増加したことにより、

４８百万円増加の３２９億２２百万円となりました。

尚、自己資本比率は８４.０％と前期末と比べて、２.６ポイント増加いたし

ました。
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キャッシュ・フローの増減は、下記のとおりでございます。

◇営業活動ＣＦ ＋１７億５５百万円

・主な増減要因は、税金等調整前純利益１４億６４百万円、

減価償却費（のれん含む） ５億４０百万円、

運転資本（売上債権・仕入債務・在庫）の増減

７億１百万円

法人税の支払い △６億１０百万円

◇投資活動ＣＦ △３億８０百万円

有形固定資産の取得 ２億５３百万円

◇財務活動ＣＦ △ ２億７７百万円

配当金支払 △２億５１百万円

◇現金同等物の換算差額 ＋２７百万円
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設備投資額、減価償却費、研究開発費の推移と進行年度の予想を表示

しております。
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２０１９年３月期通期の期中平均レートは、

期初計画段階では、米ドル １０７円、ユーロ １３２円 としておりましたが、

予想では、米ドル １１０円、ユーロ １３１円 とみております。
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過去３年間の業績を上半期と下半期に分けて、あわせて進行年度の

上半期の業績を表示しております。
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過去３年間と進行年度の上半期のセグメント別売上高を四半期ごとに表示

しております。
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